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Statistic Consideration of Y oung Farmers in Saga Prefecture 
-Toward Positioning of Uwaba-Daichi in Saga Prefecture-
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According to 1990 agriculture census， the ratio of inheritors， full-time farm households and 
young regular farm workers at Uwaba-Daichi are higher in Saga Prefecture. And according to 
recent data of agriculture， there are many inheritors， and young regular farm workers at Uwaba-
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1 : 578 342 : 208 : 
??
7( 3) 7 
46(12) : 71(31) : 70(20) : 44(13) 
資料:佐賀県幾度普及諜資料。
注 1: ( )内はUターン者数(内数)。






: 69 (19) 4 I 300 (95) 4 
3( 3) 
10( 7) 
佐賀線合計
6 小林恒夫
農業青年を男子と決めつけてきた嫌いがあること
を反省し，女子を含めて「後継者問題jを検討し
ていく必要性を示唆していると受けとめることが
できる。
次に1990年以降の 5年間における青年農業者の
新規就農状況を表の左半分で見る。青年の新規就
農者数は佐賀県でも全県的に減少傾向にあり，
1994年度は44人とこれまでの最低で、あったが， 95 
年度はWTO加盟の一環として全国的に農業後継
者対策が強化され，佐賀県でも「佐賀県青年農業
者確保・育成に関する基本方針J(95年3月)に基
づく 13倍化対策」の実施などによって就農者数
が若干増転してはいる。
地域別に見ると，この 5年間の新規青年就農者
数は上述の現在の青年農業者数にほぽ対応してい
る。すなわち最も多かったのは東松浦地域の134人
で，県内シェアは45%に達する。次いで多い地域
は藤津郡の44人である。狭義の上場地域4町村で
は61人となり，県内シェアは20%で，上記の現在
の青年農業者数の割合よりは若干高くなっている。
市町村別分布も全体としては現在の青年農業者
数のそれとほぼ向様であるといえるが， トップは
j奮津市であり， 1993年度は10人と1991年度以降市
町村レベルでは新規就農者数が2ケタに達した唯
一の「記録Jを示し， 5年間に限ればこれまでトッ
プであった浜玉町のそれを上回る数値となってい
る。その背景としてはハウスミカンやハウスイチ
ゴ等の施設の拡大等が挙げられるが，この点も含
め，上記の課題と合わせた具体的な検誌は今後の
課題としたい。
2番目に多いのは浜玉町の25人， 3番目は伊万
里市の23人，そして 4番自が肥前町と太良町の22
人となっている。
他方，この 5年間に新規に就農した者が一人も
いなかった市町村が8つ存在する。これに関連し
て1991年から93年までの 3年間で新規就農者がい
なかった市町村数が九州で121あり，うち77市町村
は中山間地域の市町村であり，中LlJ問地域での農
業存続の厳しさが農業後継者難にも現われている
という新関記事 (1西日本新聞J95年2月24日)が
注目される。この記事によると，佐賀県内でこの
3年聞に新規就農者なしの市町村数は12で，うち
中山間地域の市町村数は 7となっている。さて，
上記5年間でト新規就農者数がゼロの佐賀県内8市
町村の内訳を見ると，都市地域に属する基山町，
平地農業地域に属する諸富町，三田川町，中原町，
北方町，中間農業地域に属する東背振村，山内町，
及び山間地域に属する背振村となっている。つま
り，佐賀北部山間や佐賀西部山麓の中山間地域ば
かりでなく，佐費平坦に位置する平地農業地域に
おいても，後継者難が近年顕在化している実態が
うかがえるのである。したがって，この限りでは，
地域的には中山間地域にくくられている上場地域
においては，現在では新規就農者が佐賀県内では
最も多く確保されており，農業後継者数の多い地
域だと評価することが許されよう。
なお佐賀県では1995年度から初めて「新規参入
者Jの調査を開始し，この年のそれは 4名と把握
されている。これは決して少ない数ではない。新
規就農動向においてこれまでにはなかった新しい
動きが佐賀県でもうかがえるようになってきたこ
とに注意しなければならない。新規参入者開題は，
今後その実態、を解明しつつ農業後継者の重要な一
翼を担うものとして位置づけていく必要がある。
4 .結論と今後の課題
1990年農業センサスのデータによって，佐賀県
西北部の上場地域は，1あとつぎ男子農業専従者の
いるJ農家率，男子生産年齢人口のいる専業農家
(農家らしい農家)率ならびに青年農業者数におい
て，佐費県内の市町村の中では最上位に位置して
いることが判明した。また，その後1995年に至る
データを見ても，上場地域は，年々の新規青年就
農者数(フロー)のみならず，現存の青年農業者
数(ストック)も，佐賀県内では最も多い地域で
あることが確認できる。こうして一級的な統計的
考察から，上場地域は，佐賀県内では青年農業者
数が最も多く，専業農家率や「あとつぎ」農家率
も最も高く，1佐賀県内では最も若手農業者の多い
農業発展的地域jとして把握することができる。
そうすると次には，ではなぜ，上場地域には佐
賀県内では最も多く青年農業者が存在するのか，
その要国とメカニズムが問題となる。そこで，こ
れに関した統計的及び実証的研究が求められる。
そしてその場合，青年農業者としては男子のみな
らず女子の位置付けも重要で、あることに注意しな
ければならない。以上の諸点の解明が本研究セン
ターの今後の課題となる。
